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公益社団法人 日本航空機操縦士協会

●内閣総理大臣の認定を受けた日本唯一のパイロット団体

●会員数6670名（法人 / 63団体を含む）

●航空の安全確保に努め、航空知識の普及と諸般の調査研究を行い、
もって我が国航空の健全な発展に寄与することを目的とする。

エアライン

エアライン（終身）

使用事業

使用事業（終身）

官庁・自衛隊

自家用

自家用（終身）

学生・訓練生
その他 法人

・エアライン 3,025名

・エアライン（終身）886名

・使用事業 711名

・使用事業（終身）301名

・官庁・自衛隊 289名

・自家用 392名

・自家用（終身）123名

・学生・訓練生 730名

・その他 148名

・法人 63



≪教育関連≫
●航空安全講習会 ●RNAV講演会

●小型航空機セーフティーセミナー ●TEM・CRMセミナー

●SRMセミナー ●航空医学適性セミナー ●気象シンポジウム

主な活動内容（概略）

●ATSシンポジウム

（航空交通管制協会共催）

●FTDによる操縦技術指導及び体験搭乗



≪書籍発行≫

AIM-JAPAN
（日本語/英語版）

Aeronautical 
Information 

Manual Japan

学科試験
スタディガイド

新しい学科試験の為の
必携の書

TAKE OFF 

初めて飛行機の勉強
をする訓練生のために

基礎を重点に編纂

パイロット誌

1958年創刊の機関紙
夏と冬の年2回発行



●航空整備士・操縦士の人材確保に関する検討会

●航空機操縦士養成連絡協議会

（技量向上WG・裾野拡大WG）

●羽田空港衝突事故対策検討委員会

●航空管制等英語能力証明検討委員会

●空港安全技術懇談会

●航空身体検査証明審査会

（操縦士代表として参加） 等々

≪関係省庁等主催会議≫



●団体長期障害所得補償保険

（ロスオブライセンス制度）

●協会顧問弁護士への法律相談

●書店 / レストラン / 宿泊施設等
各種施設の割引利用

≪福利厚生≫



●航空功労者表彰

●褒章 / 国交大臣表彰 / 地方航空局長表彰 推薦

●JAPA協会長表彰（操縦士）

●JAPA会長奨励賞（大学生）

≪表彰関連事業≫



-航空を目指す人材の発掘と育成-

「Fly with us～空の仕事ワークショップ～」

≪航空の裾野拡大事業≫

航空従事者との対話集会：
パイロット、CA、管制官、旅客業務者等々
（札幌・東京・名古屋・大阪・福岡・沖縄等）



-航空を目指す人材の発掘と育成-

「Be a pilot」現役操縦士とのオンライン座談会

ポイント：
①私立大学生による学校の紹介
と訓練の様子を紹介

②パイロットに直接質問ができる

≪航空の裾野拡大事業≫



-航空を目指す人材の発掘と育成-

「Kids be a pilot (こども航空教室）」
開催時期：春休み/夏休み/冬休みなど
対 象：小学３年生～６年生

≪航空の裾野拡大事業≫



-航空を目指す人材の発掘と育成-

「女性航空教室」

航空機操縦士養成連絡協議会 /
航空機整備士・製造技術者養成連絡協議会
裾野拡大WG 主催

【講師】航空機操縦士/航空機整備士/航空機製造技術者
ヘリコプター操縦士/ヘリコプター整備士

≪航空の裾野拡大事業≫



⑴ 操縦士希望者の発掘と育成（航空の裾野拡大）

［要望］

・児童、青少年を対象とする航空教室等の効率的な開催

事業会社、各団体等による個別開催から共同開催による効率的な実施

（会場確保、講師確保等の効率化等）

・地上滞在中の操縦室扉開閉基準の見直し

→地上滞在時間の有効利用と併せて操縦室見学等の柔軟な運用

（操縦士への興味喚起等）

⑵ 操縦士教育機関の教育レベルの均等化

［要望］

事業会社、航空大学校、私立大学等の操縦士養成教育内容の均等化

を図り、より多くの操縦士希望者が職業パイロットになれる環境作り

（※ JAPA内乗員養成検討会議において、ANA・JAL・私立大学関係者

参加による情報交換実施中）

操縦士の人材確保・活用の課題と要望



⑶ 指定パイロット試験官（DPE）制度導入による技能審査の効率化

［要望］

・試験官不足等に起因する技能審査停滞などの解消

⑷ 航空身体検査基準・運用方法の見直しによる乗務可否判断の見直し

（離脱基準、離脱期間等の見直し）

［要望］

・航空身体検査審査会への指定航空身体検査医の参加

（航空医学の視点から乗務の可否、中断に関わる判断の意見陳述機会を設ける）

・航空身体検査審査会の開催頻度等に起因する乗務離脱期間長期化の解消

・第1種航空身体検査証明の必要資格者（定期運送用操縦士、事業用操縦士等）

に対する第２種証明適用による操縦機会の拡大化

（第2種証明による自家用操縦を可能にする事により、裾野拡大操縦機会

を設ける等）

操縦士の人材確保・活用の課題と要望
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